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面影１丁目 

町内会総務部 

 

昨年１２月に町内会長の引受けを了解したものの、いざ１月の「とんど祭り・総会」で行事がスタ

ートすると、わからない事が多いために前役員をはじめ町内の方々のお力添えを頂くことで何とか乗

り切ってきました。又、面影地区活動・自治会活動で区長として参画しても、最初の頃は言われた事

だけをこなすのが精一杯でした。 

面影１丁目の人はすばらしいですね。「分からないことは教えて下さる。」「出来なければ手を差し伸

べて下さる。」「新チームはチームワークをより良くしようとする」んです。 

分からないままでのスタートでしたが、皆さんのお力添えで成長させていただき何とかこの１年を

乗り切ることが出来ました。この１年間で特に感じたことを３つほどあげてみます。 

① 面影１丁目の方々を大好きになりました。 

② わが町内も高齢化が進んでいくので「助け合いの精神」が益々重要となります。そして元気なお

年寄りであっていただきたいです。 

③ お勤めされている方々が町内会行事にもっともっと顔を出してくれるよう、町内会役員は努力し

よう。 

皆様、いろいろご協力いただきまして本当にありがとうございました。 

 

 

 

体育・防災担当として執行役員をさせていただきました。初めての経験で何をどうすればよいのか

分からないままのスタートでした。 

力不足で反省点は多々ありますが、執行部はもとより何よりも町内の皆様方のご指導・ご協力のおか

げで１年を終えることが出来ました。この元気で温かい面一が今以上に元気で温かい町内会になりま

すように、この貴重な経験でお手伝いが出来たらと感じています。 

本当にお世話になりありがとうございました。 

 

  

 

いよいよ冬将軍が到来したようです。面一町内会副会長を引き受けてあっという間に１年が過ぎた

ように思います。「とんど祭り」に始まり、納涼祭、春秋の一斉清掃、その他の行事があり多忙な１

年でしたが、町内の皆様、会長ほか役員方々のご協力により無事大役を努めることが出来たように思

っています。今後も出来る限りお手伝いしたいと思っています。 

この１年間ありがとうございました。 

副会長 波多野光俊 

副会長 細川 隆 

町内会長 西村 範義 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月９日(日)、クリスマス会が県住集会所で行われ、参加し

た約８０名の保護者・子どもたちが一緒に一足早いクリスマスを

楽しみました。 

当日は小雪もぱらつくあいにくの天候でしたが、会場になった

集会所は大勢の子供たちであふれ、熱気に

包まれました。参加した子どもたちは、

準備されたケーキを食べた後、参加者全

員でじゃんけん大会。景品は袋に入って

いるため中身は開けてからのお楽しみ。みんな重さを比べたり透かしてみたりし

て中身に喜んだりがっかりしたり…。  

又、この日は持ちつき大会のお餅、そして一足早いクリスマスプレゼントも有り、参加した６５名の

子ども達にとって、楽しく思い出に残るクリスマス会となったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな時でもそうですが、初めてのことに挑戦するときはハラハラ、どきどき…。 

そしてやっと１年の任務が終わった達成感で充実…か、と思い振り返ってみれば反省の日々。 

本当はゆとりと自身を持ってがんばりたいのに納涼祭や敬老会など普段の生活では考えられない多忙

な毎日。こんな私でも町内会のお役に立てましたか？ 

自分の住む町内のことが少しわかって楽しいこともたくさんありました。町内会の皆様、役員の皆

様、１年間本当にお世話になりました。 

 

町区対抗競技の得点で争う面影体育祭で、面影 1丁目が総合で 

３位入賞しました。 

選手・役員の皆様お疲れ様でした。 

 

１２月１日（土）、県住集会所において鳥取市総務部危機

管理課の前田さんを講師にお迎えし、災害に対する意識・心

構え等についてお話を伺いました。 

 今回の防災訓練には、町内会長ら約１８名が参加しまし

た。災害への日ごろの備えや地域のつながりの重要性など、

東日本大震災の教訓をもとにしたお話に、参加した皆さん

は真剣に耳を傾けていました。 

 

 

１２月９日（日）、県住集会所前にて、「子ども会」

と「明朗会」との合同餅つき大会が行われました。 

この日は小雪が舞うあいにくの天候でしたが、子ど

も達は元気に、きねを使い順番にもちつきを楽しみ

ました。子ども達にとって多くの大人たちとふれあ

いができ、餅つきがができたことは、とてもよい経

験になったようです。 

副会長 上地 美恵 


